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平和島スターボウル徳江  和則アキュライン・ツアープレミアム インテル

アキュライン・ツアープレミアム Ⅵアキュライン・ツアープレミアム インテル

ABSの主力であり、発売に至るまでには吟味に吟味を重ねて多くのパフォーマンステストをクリアしなければならない国産の代表作
と言えばナノデスシリーズですが、その中で最も人気が高く、発売するたびに注目を集めるのがツアープレミアムシリーズでしょう。
皆さんご存知の通り、このシリーズはコアをPremiumコアに限定し、カバーストックを調整することでパフォーマンスを変化させて
います。Premiumコアの特性を活かしながらオイルに対しての強さを見出し、国産カバーストックならではの独特なキャッチと
バックエンドモーションを十二分に体感していただくために、今までのツアープレミアムシリーズはある意味、ミディアムコンディション
から上の、オイルがやや多い時用のスペックが多かったと思います。
今回発売するツアープレミアムインテルは、今までのツアープレミアムの領域をカバーするのはもちろんですが、中盤から後半にかけ
てもツアープレミアムシリーズを使っていただけるようにPremiumコアの数値をあえてダウングレードさせ、物理的特性を奥に
イメージできるよう調整を行ったモデルです。
私個人的にはツアープレミアムの安定したMidのキャッチが少なくなり、曲がりのイメージが奥にいくことで先で暴れる感じが
しますが、かえってそれぐらいのほうが遅めのコンディションでは都合がよく、無理なくより後半のコンディションで使用するイメージ
がつきやすいです。かと言って曲がりが足らないイメージもありませんし、オイルが削れてきた時に中目へのラインアジャストを必要と
した場合、今までのツアープレミアムでは寄らなければならなくても、ツアープレミアムインテルではまだそのラインを粘れる感じは
しました。
コアの調整でMidの曲がりを越えてくれたことで、カバーのキャッチを殺さずに直進力を得られた部分は非常に大きいでしょう。
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ツアープレミアムシリーズに後半戦も使えるモデルが登場です。今までのツアープレミアムと少し曲がりのイメージが
異なる分、また違ったツアープレミアムの魅力を味わえるボールです。
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